
市原歴史博物館   

私が一番印象に残った場所は、古墳時代です。古墳時代には、「人物埴輪」「王賜銘鉄剣」などが展

示されています。 

日本でつくられた、文字が記された刀剣で最も古い

とされています。直径 27ｍの円墳埋継葬施設から、短

甲・剣・鉄鏃・刀子・大刀・胡ロク・きさげ状工具・

砥石などと一緒に発見されました。 

 銘文の趣旨は「王賜」にあります。王から鉄剣を授

けたことを表現したものと考えられます。「王」とは 

誰なのでしょうか?1 畿内の大王 2 大王の一族 3 中央

の豪族４地方の豪族５百剤・新羅など朝鮮半島の国王 

皆さんは誰だと思いますか？考えてみてください！ 

    

弥生時代の、つぼの口のあたりに顔がつけられた土器です。 

生産塚遺跡で焼かれ、河川と東京湾を通り 80 ㎞以上もばれてきた

と言われています。 

わざわざ遠くから供給されたのは、当日市原市周辺で埴輪が

生産されなくなっていたなどと言われています。  

内房地域から磯石という石室用の石材が遠くへ運ばれた事例

もあることから、遠方の有力者同士の関係を背景に「古墳の材

料」が広域で流通したと考えられています。 

 

 

アクセサリー 

お洋服がリアルに     埴輪くん 

  再現されていて、凄い！ 

 服の袖などがこだわっていて 

  とても良い！ 

 

 

 

      



 

                                                   

 

 

 

 

イノシシ君

 

 

             

              着ている服が「筒袖」という朝鮮半島の伝統な 

                もので、頭に三角型の帽子をかぶっているため 

                朝鮮半島の渡来人をかたどっているハニワだと 

                考えられているそうです！ 

         

                 
 

  

 

 

右の写真の船は「五大力船」という船です 

江戸時代には、年貢の米などを収めるために 

船を使っていました。その時に活躍した、この 

五大力船は、海と川のどちらにもつかうことが 

できるのです！ 

右下の写真は、五大力船の舵です 

なんとこの舵、世界に とても 

貴重なもの！ 

そんな貴重なものが市原にあるというのは、 

市原市民としてとても誇らしいですね！ 

去年オープン！市原歴史博物館！ 

僕は豊猟と繁栄

を祈って崇められ

ていたんだよ！ 

俺すごいんだぜ～！ 



 

 

 

博物館
はくぶつかん

の中
なか

にある展示物
て ん じ ぶ つ

の中
なか

で私
わたし

がおすすめするのは 

五
ご

大力
だいりき

船
せん

です。 

五
ご

大力
だいりき

船
せん

とは物
もの

を運ぶ
は こ ぶ

ため作
つく

られた船
ふね

です。この船は海 

も川も進むことができます。私たちが住む市原市の近くでは、１５０００kg程度
て い ど

、載
の

せられる船が多かったそうです。ま

た五大力船のことを「ゴテキ」とも呼んでいました。 

 市内に残された昔の設計図
せ っ け い ず

、によると、全長 15.7m、帆柱幅
ほばしらはば

という帆を張る柱の幅が１２m、18000kg 程度載せ

られる船があったそうです。 

 そして、私が一番見てほしいのは右の写真にある五大力船の「舵
かじ

」という船を左右に動かすものです。とても近くで

見ることができます。ここがおすすめのポイントです。実際に見ることでしかわからない大きさ、迫力
はくりょく

があります。民族
みんぞく

展示室
て ん じ し つ

にあるのでぜひ見てみてください。 

市原歴史博物館では、写真にあるようなものを、近くで見たり、実際に火打石 

や勾玉を作るなどの体験をしたりすることができます。普段
ふ だ ん

、教科書を読んだ 

り、普通
ふ つ う

に授業
じゅぎょう

を受
う

けたりしているだけではわからない大きさや、質感
しつかん

、色合
い ろ あ

 

いなどを目
め

で見
み

て、肌
はだ

で感
かん

じたりすることができ、実際に体験をするときには、

学校では味わえない高揚感
こうようかん

を味わうことができます。 

そんな市原博物館で、ぜひ自分が知らない昔のことについて 

五感
ご か ん

を使い、楽しんで学んでほしいと思います。 

 

去年
きょねん

オープン！市原
いちはら

博物館
はくぶつかん

のおすすめ展示品
て ん じ ひ ん

 

五大力船
ご だ い り き せ ん

について 



   ２０２２年 11月 20日にオープンした 

 

ここがすごい！！市原歴史博物館のいいところ 

１ たくさんの色んな展示物 

市原歴史博物館では、幅広い時代の歴史がぎゅっと収められて

いる感じで、いろんな時代の歴史が学べます！ 

右のようなハニワや、当時使われていた生産用具などたくさん 

の展示物が飾られています。 

ショーケースに入っているのもあれば、そのまま展示されている 

ものもありました。 

 

２ 触れる展示物 

今回は触れませんでしたが、展示物を実際に触ってみることもで

きるものもありました。 

見るだけじゃなくて、実際に触って、自分で確かめて見ることがで

きるのがいいなと思いました。 

また機会があれば触ってみたいです！ 

 

３ 自分で体験 

市原歴史博物館と同時にオープンした、「歴史体験館」では、火打石体験や、

泥めんこ作りなどの体験ができます。実際にやってみて火打石は、コツを

つかまないと、火をつけるのが難しかったです。私はつけられませんでし

たが、実際に火をつけられている人もいました。泥めんこ作り

では、約 30種類の中からだるまや、タイなどの自分の好きな

柄を選んで作ることができました。粘土をこねて作るのがとっ

ても楽しかったです。 

感想 

市原歴史博物館は、幅広い時代の展示物と実際に自分で体験がで

きて、より歴史の知識や、理解を深めることができました。この経験の生かしてこれか

らの歴史などに生かしていきたいです。そして、また市原歴史博物館に行ってもっと詳

しく見てみたいと思いました。 

 

市原歴史博物館「I Museum」 

行ってみてね！ 



市原歴史博物館の魅力！！   

 

魅力① 

展示物が希少なものばかり！！       

 

市原歴史博物館では、さまざまな珍しい展示物があります。 

まずは右にいる埴輪です。この埴輪は市内の古墳からみつか 

った人のかたちをした埴輪です。普通、こういう展示物はガ 

ラスケースにいれて展示するのですが、なんと、市原歴史博 

物館は見る人に臨場感を味わってもらうためにガラスケース 

無しで展示しています！なので、右の写真のように綺麗な埴 

輪を生で味わうことができ、思わずため息が漏れてしまうほ 

どです。 

そして次は、右にある五大力船の舵です。この舵は日本に１ 

つしかなく、かつては五井小学校にありました。船の長さは 

最大 20mに及び、舵も 3.5mもあり、迫力があります。五大 

力船の舵としては現存する唯一の資料で、とても貴重です。 

スクリーンでは五大力船についての映像を見ることができま 

す。実際に目の前にすると、五大力船も一緒に想像でき、さ 

らにその大きさと迫力に驚かされます。 

その他にも、さまざまな魅力的な展示物があるので気になる 

方は是非チェックしてみてください！！ 

 

   魅力② 

  貴重な体験活動ができる！！ 

 

市原歴史博物館には、歴史体験館という施設があります。そこ 

で私たちは、「泥めんこづくり」と「火打ち石体験」の２つの体 

験をさせていただきました。 

泥めんこは、作り方は型の中に粘土をつめ、型抜きした後、自 

然に固まっていき完成です。型の種類は豊富で、選ぶのも作る 

のもとても楽しいです。 

火打ち石体験は、火打ち金と火打ち石を勢いよくこすって火花 

を火口に落として火をおこします。コツは火花をなるべく下に 

落とすことだそうです。私は途中で焦って火が消えてしまい失 

敗してしまいましたが、火がついたときはとても嬉しく、達成 

感もとても感じられたのでとてもオススメです！！ 



レッツ 

 はにわ 

様々な建物も 

見学できます！ 

まとめ 

                      

 市原歴史博物館の魅力 ベスト 3☆ 
私たちは先日、市原歴史博物館に行ってきました。そこで私がすごいなと思ったところを 

２つ、紹介します      

１ 
わたしがまず、すごいなと思ったことは展示物の豊富さです。実際に展示されている物はレプリカのみならず、

古墳から実際に出土されたものや、大昔に作られた埴輪など沢山のものがありました。 

 しかも実際に出土された物が右の写真のように、ショーケースに 

入ることなく露出展示されているんです！ 

 私はこの展示方法にとても感心しました。博物館は大体、展示物が 

ショーケースの中にあり、少し作品と遠いと感じることがありましたが 

市原歴史博物館ではとても近くで見学する事が出来ました！近くで見学 

する事により、教科書で見たりするのとまったく感じ方も違って、自分の  

心の中にとても残るものとなりました。実際に出土された物が露出展示 

されるのは全国の博物館でも珍しいらしく、貴重な体験になること 

間違いなしです！ 

２ 
私がもう一つ驚いたのが、様々な体験学習ができることです。私たちは実際に火打ち石を使って、火を起こす 

火打ち体験と、土を使って作る、泥めんこ作りをしました。博物館とは別の場所にある体験館で体験学習を行っ

たのですが、そこでは私たちが体験したものだけでなく、他にも沢山の体験ができるようなコーナーが 

                      ありました。私が体験した火打ち体験だけでも、昔の人達と 

                      同じ体験をすることで、昔の生活の大変さがわかり、今の時代 

                      と比較しやすく、より心に残りました。 

                      泥めんこ作りの体験でも、普段ではあまり実感できないような 

                      ものづくりの楽しさを感じられました。 

                      このような体験学習を通して、自分で体験することで考えを 

                            深められたり、歴史についてもっと知りたいということが 

                      増えると思います。博物館に行く際はぜひ体験してみて下さい。 

 

  

このような二つの事が、私が実際に博物館に行ってすごいなと思ったところです。 

自分が今住んでいる市原市の歴史を知ったことにより、自分も、つながれてきた 

歴史をまたつないでいくうちの一人なのかもなと思いました。 

ぜひ、博物館を訪れた際には市原の歴史をたくさん知ってみてください！ 

 



                       

 

 2022，12／20にオープンしたこの博物館では市原の歴史や魅力についてたくさん知ることができます。 

      

この可愛らしい埴輪も古墳を守る土器とし

て働いてくれています。 

古墳時代前期に弥生土器を基に壺形や円筒

型埴輪が作られました。その後人物や動物

の形をした形象埴輪が誕生しました。 

 

 

♥石盤 

粘板岩などを薄い板に加工して木の枠

をつけたものです。明治時代に学用品

として用いられました。 

ぼくを探してね 

♥泥めんこ体験 

ここでは誰でも簡単に泥めんこ

を楽しく作れます。 

江戸時代の土製の遊具で、粘土

を型抜きし、焼いてつくられま

す。 

その他にも動画をみられる

コーナーや昔から使われて

いた貝塚や道具も実際に見

ることができます。ぜひ行

ってみて下さい。 

 



                      

 
 

                     おすすめ展示！ 

弥生時代のムラと水田 

 

右の写真は、弥生時代中期の、ムラの様 

   子を復元したものです。村田川の下流域で 

   発掘調査された遺跡がモデルとなります。 

   台地の上にある環濠という堀で囲まれたムラ 

   は菊間手永遺跡と大厩遺跡、平らなところに 

   ある水田は、市原条里制遺跡の調査成果から 

   推定されました。 

    水田の様子は向かって左から、季節が春から変化するようになっていて、1年の流れを表現 

   しているらしいです。村人が使っている道具は展示資料の中に同じものがいくつかあるような 

   ので、探してみてください！ 

 

 

 

 

この市原歴史博物館を訪れて、私は、市原市には、古くからいろいろな歴史があって、それを現代の若者

たちに少しでも知ってもらおうとしているのかな、と感じました。 

 「市原市の歴史」という言葉を聞いて「なんだか難しそうで入っていけない」 「私にはそういうのわか

らないよ」というような声は少なくないはずです。 

ですが、そんな気持ちを持っている人にも分かりやすく伝えることが出来るように、展示や体験を通して

若者たちの理解を、市原市民のみんなの理解を深めさせようとしているんだなと感じました。 

 



 

市原歴史博物館～ 

去年オープンされた市原歴史博物館では、ずっ

と昔の道具や埴輪、鉄剣、土器、貝や動物の骨を

使ったアクセサリーなどの展示がされており、昔

の暮らしやその背景などを、詳しく知ることがで

きます。さらに、体験館では勾玉や貝のアクセサ

リー、泥めんこなどを実際に作ることができ、昔

の暮らしや採掘も体験することができます。昔の

人になったような気分になって、学ぶことができ

ます。 

右の大きな写真は『五大力船』という船の舵の

部分になります。1851 年に、たくさん使われて

いた船です。この船の特徴は、船底がうすく平ら

で、海だけでなく川でも使うことができ、海では

帆で風を使って進み、川では、竿でこいで進んで

いたそうです。昔は五大力船を使って、米などを

運んでいたそうです。 

 

 市原歴史博物館では、学校で習ったことをより詳しく教えていただき、学校では体験できないことを

体験することができました。昔の人たちがいろいろな工夫や努力をし、いろいろなものを作り、いろい

ろなものを残してくれたことが、どれだけすごくて素晴らしいことなのかを、学ぶことができました。 

 これからの歴史の授業では、市原歴史博物館で教えてくださったこと思い出しながら、先生の話を聞

き、そこで見たいろいろな道具を思い出しながら、授業を受けていきたいと思います。 



博物館に行って、今まで知らなかった市原の

歴史をよく知ることができました。私たちが住

んでいる市原に、歴史人物で有名な源頼朝が訪

れていたり、江戸幕府と交流があったというこ

とがとても印象に残っています。これから深く

歴史を学んでいく中で、市原の歴史と関係づけ

ながら勉強していきたいです。 

 

I’Museum とは？ 

「いちはら」の頭文字であり、「私」という意味でもある「I」（アイ）と「Museum」

（ミュージアム）をつないだロゴには、「いちはらの」というだけでなく、市民全員

が「わたしの」ミュージアムと感じられる博物館を作っていきたいという思いが込め

られています。 

博物館で絶対見たい！ 王
お う

賜
し

名鉄
め い て っ

剣
け ん

 

この博物館の目玉とも言える王賜名鉄剣は、日本でつく

られ、文字が記された刀剣で最も古いとされています。

長さは約 73cm あり、持ち手部分に銘文が記されていることが発見されています。 

                        

                          

                    

                                  

 

五大力船   

江戸時代から昭和時代にかけて市原市 

から江戸へ炭などの資源物資を運んで 

いました。船底が薄く平らなため、 

海でも川でも活躍していました。 

博物館では日本で唯一残っている 

巨大な舵を見ることができます。 

博物館で学んだこと 

市原歴史博物館では、市原市の歴史にちなんだ、泥

めんこづくりや火打石体験 

などができます。古代住居、 

古墳が再現されており、昔の 

暮らしや施設を体感すること 

ができます。 

 



 

 

 

超貴重!!人物ハニワ 

この市原歴史博物館にはたくさんの資料が

あり、その中でも私はハニワが印象に残って

います。右の写真のハニワは露出展示といっ

て、手を伸ばしたら届いてしまうのではない

かという距離に展示されています。このよう

に展示されているのは他では珍しいのだそ

うです。ちなみにこの２体のハニワはとんが

り帽子が特徴のことから当時の渡来人の人

物ハニワだと思われています。学芸員さんに

よると貴重なものが多いため○○展などが

あると近くの場所から九州まで輸送するそ

うなのですが、なんと、輸送するときはミイ

ラのように梱包でぐるぐる巻きにして運ぶ

そうです！ 

 
体験できる歴史!!泥めんこ＆火打ち石

体験館では泥めんこ作りや、火打ち石体験をす

ることができます。泥めんこは鯛やだるまなど、

縁起が良いものを作ることができます。実際に

作ってみて、とても記念になりました。火打ち石

体験では、難しかったですが、本当に火が付くこ

とに驚きました！ 

 

まとめ 
市原歴史博物館は、昔の市原市の様子などを中心にたくさんの歴史を実際に見たり、

聞いたり、体験することで知ることができます。また、私たちが泥めんこ作りや火打

ち石体験をした体験館にはモノづくりゾーンの他、古代住居であるたて穴住居や発

掘現場を再現したものがありました。なので、近くで見られてよりリアルに感じられ

ました。このようにたくさんの経験を得られるのが市原歴史博物館の特徴だと、私は

思いました。そして何より楽しかったので、興味がある方は来館してみてください！ 



 

                      

見て、触れて、体験！ 

市原歴史博物館！ 

 
市原歴史博物館とは・・・？ 

2022 年 11 月 20 日に、ＯＰＥＮ！ 

「いちはら」の頭文字、「私」を意味する「Ｉ（アイ）」に、

「ミュージアム（博物館）」という意味で 

Ｉ‘museum だそうです。 

いちはらの地が人々の生活の舞台となってから約

35,000 年。 

アイミュージアムは、この貴重な歴史遺産を未来へつない

でいくプロジェクトです。 

Ｉ‘museum は、市原歴史博物館、歴史体験館、 

フィールドミュージアムの 3 つの柱から成っています。 

 

市原歴史博物館には…？ 

人面付土器(じんめんつきどき) 

人の形をした土器です。弥生時代の、つぼのくちの 

あたりに顔がつけられた土器です。 

イノシシ型土製品(いのししがたどせいひん) 

縄文時代に作られた土製品です。イノシシは、豊かさの 

象徴だったといわれています。 

王陽銘鉄剣(おうしめいてっけん) 

日本で作られた、文字が記された刀剣で最も古いとさ 

れます。 

人物埴輪(じんぶつはにわ) 

市内の古墳からみつかった人のかたちをしたはにわです。 

歴史体験館には… 

『発掘現場の再現』 

発掘調査のやりかたを聞きながら本物の土器を発掘するこ

とができます。 

泥めんこづくり 火打ち石体験 

泥めんこづくりでは、30 種類の形の中から選ぶことができます。【泥めんこ】は、直径 2～3 センチの素焼

きの粘土製品です。 

このように、市原歴史博物館では、見たり、歴史体験館では、体験したりすることができます。 

ぜひ、見てみて下さい。 



 

いちはらの至宝
し ほ う

が集結
しゅうけつ

！？市原歴史博物館！！！  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

こんにちは！僕は博物

館で展示されている

ハニワだよ！ 

ぼくはアザラシ！！  ぼく、実

は．．．市原歴史博物館に行

ってきたんだ!!そこで！歴史

博物館と体験館で楽しかっ

たところ、おどろいたところ、

を話したいと思うよ！ 

博物館でぼくがびっくりしたところ！ 

びっくりしたところはほかにもある

のですが紹介しきれないので二

つにしぼりたいと思います！ 

実際はショーケースに入っているは

ずの展示物がそのまま置かれて

いたって事にびっくりしました！！ 

あと剣だけの部屋があったところに

もびっくりしました！ 

体験館で楽しかったことだけど、『体験館とはなん

だ！！！』って人がきっといるよね！！  な・の・で、   

体験館について簡単に説明したいと思います☆ 

体験館とは、本物の土器を発掘できたり、      

まが玉や貝輪、泥めんこがつくれたり、火打石で火

をつけるなど体験をできたり、昔の建物の再現など

見たりできる場所です！！ 

それじゃぼくが体験館でなにを体験し

たのか、そこではどんなことが楽しか

ったのか、話したいと思います！       

ちなみにぼくは火打石で火を起こす

体験と泥めんこづくりを体験しまし

た！！   火打石では火を起こすのが

けっこう難しく火花は出たのですが火

を起こすことはできなくて残念でし

た．．．。みなさんも挑戦してみては  

いかがでしょうか❕ 

泥めんこづくりでは、左のような形の

物をつくりました！左上から順に、    

タケノコ、小柳、ダルマ、カエル、タイ、

となっています。  

泥めんこはまだまだたくさんの種類が

あるので気になる方は体験館へ足を

運んでみてはいかがでしょうか！ 
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